


 
 

初めに 
SanDeGoコインの成り立ち 
 
仮想通貨の存在が広く社会に知られるようになる中、仮想通貨は金融のあり方や人々

の生活を革新していくものだとする肯定的な見解と、既存の尺度にあてはめて価値が

測れない為によく分からないものとする否定的な見解に分かれており未だ評価が安

定していません。 
 
そうした中、どなたにでも仮想通貨を簡単に体験して頂き、実際にどのようなもので

あるのかという理解を深めて頂けることをテーマに、2018 年 4 月 創始者 sandego 

により発行上限を 920 億コインと大きくすることで広く社会に行き渡る可能性を有

し、高利率 POS 通貨の特性から所有しているだけでお金が増えることが簡単に楽し

める仮想通貨：SanDeGoコインが誕生しました。 
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1-1 内 容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
SanDeGo コインは不可逆性で改ざん不能

な台帳とも言うべきブロックチェーン技術

を使用した Peer To Peerで取引の安全性を

担保する機能を内包しています。それによ

り、信頼しうる第三者機関を介することな

く相対する 2者間で安全に通貨の交換がで

きる仮想通貨です。SanDeGoコインは、全

ての取引履歴（全ブロックチェーン）を保

持する形式のWallet（電子財布）と共に開

発・誕生しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

1-2 特 徴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
SanDeGoコインの POS（Proof of Stake）

は取引の承認に大量の Hash 計算が必要と

なる POW（Proof of Work）とは異なり大

量の電気を消費しないため環境に対してエ

コロジカルです。また、計算能力をほとん

ど必要としないため PC 機器の性能を選ば

ず POS が可能です。コインを Wallet に入

れておくことで増えていく特性などとも合

わせて下記の SanDeGo の進むべき方向性

にマッチしたものとなっています。 

01 概 要 
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2-1 SanDeGo の目標 
 
2018 年現在、仮想通貨は社会的な知名度は

上昇しながらも、まだまだ一般に浸透してい

るとは言えない状況です。そうした状況下、

来るべきキャッシュレス時代を踏まえて、ど

なたでもそのコイン特性を活かし気軽にペ

ーパーレスの仮想通貨を所有し増やす楽し

みが体験できる「仮想通貨の入門コイン」の

役割を果たすことが進むべき目標であると

定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

2-2 入門コインとして 
 
仮想通貨に初めて接する時の漠然とした不

安やさまざまな疑問を払拭することから始

めます。具体的には、仮想通貨の基本的な概

念から Wallet の使用に係る基本的情報をす

べて、分かりやすくSanDeGo公式のWEB上な

どにて公開して行きます。ゲームなどでは当

たり前の動作環境情報なども仮想通貨では

暗黙の了解で公示されていません。そうした点

を改める事から始めて行きたいと思います。 

 

増やせて楽しめる SanDeGoコインの POS特

性と、仮想通貨の基礎的情報から Wallet の

詳細な設定方法まで様々な情報を整備した

SanDeGo公式WEB（現在整備中）やSanDeGo

コミュニティの総合力で、初めて仮想通貨に

触れる初心者の方でも容易に始めることが

できる仮想通貨の入門コインを目指します。

02 目 的 
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2-3 SanDeGoの価値 
 
SanDeGoコインの価値については市場価値よりもまず先に多くの人が使って楽しめるという

価値を追求して参ります。 

そうした意味での SanDeGoコインの価値の源

泉は、まず、AirDropによる大量の配布と取引

所上場（現時点では未上場で今後上場予定）時

の安価な価格設定での売出しによって手軽に

SanDeGo コインを入手して頂ける条件を整え

ます。より多くの方に保有して貰うことが価値

保有の前提となります。それを実現する為に、

Faucet を利用したコインの配布にも力を入れ

ていく予定です。 
 

 
その上で SanDeGoプロジェクトが提供していく SanDeGoコインが使用できるプラットフォ

ームにより、多くのコイン保有者が実際に使える場所が存在することでその使用価値・利用

価値が発生し、また維持されるものと考えています。 
 
多くの人が SanDeGoコインで仮想通貨（電子通貨）を実体験し、来るべきキャシュレス社会

の到来に備える。そうした体験のお手伝いをすることこそが、SanDeGoコインの価値である

と考えています。逆説的ではありますが、そうした試みに対する評価の好悪が市場価値を決定し

ていくのでないかと考えています。気を引き締めてプロジェクトを推進して行く所存です。 
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2-4 SanDeGo PJあ 
 
SanDeGo PJ とは、SanDeGo コインに利用価値を付与する為のプロジェクトです。通貨の価

値はその通貨が様々なところで使用できることで発生します。すなわち通貨の主要機能の一

つである交換（使用）を可能とする為に、SanDeGoコインが使用できる場所・機能（プラッ

トフォーム）を開発・提供することがプロジェクトの目的となります。 
 
なお、SanDeGoコインが誕生した時点で通貨の主要機能の一つである価値の

保存機能はWallet（電子財布）によって提供されています。 
 
 

2-5 SanDeGo の各種プラットフォーム 
 
SanDeGoコインが利用できる具体的な場所・機能として SanDeGo PJが現時点で開発対象と

しているプラットフォームには以下のものがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*1: 質問回答プラットフォーム上では知識や知恵の交換が可能であり、その交換対価としてSanDeGo

コインが利用できます。具体的には質問者の質問に対しより適切な回答をつけた回答者には、質問

者からそのお礼としてSanDeGoコインを回答者に送ることができるという仕組みです。なお、当

プラットフォーム上に集積された情報は全ての人が自由に閲覧できる事が可能です。 
 
また、当PJの開発案件ではありませんが、Sensu botはDiscord内に既に設定されております。 

質問回答プラットフォーム（*1）（作成予定） 

Faucet（整備予定）

Twitterと連動した 
投銭機能（作成予定） 

（SanDeGoプロジェクト） 
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プレマインの内訳について 

50 億はエアドロップや協力者への報酬とします。残り 50 億の内 20 億は取引所に上場直後、

1satoshi でバーゲンセールを行います。セールの売れ残りや、配布の余りについては報奨

金として 2 億 SDGO を残し、それ以外は上場前にセールを取りやめた 30 億と合わせてすべ

て burnいたします。また、報奨金も協力者に支払う時のみ引き出され、通常時はすべてロッ

クアップされます。そのため、1satoshi でのセール後に運営が取引所で不当に売り抜けると

いう心配がありません。 
 

*2: ブロック数が3の倍数や3の関連数でPOS利率が跳ね上がる仕様については創始者の遊び心による

ものですが、通貨名のSanDeGo（3でGO）の由来を示すものであります。是非ともその意味とと

もに通貨名称をご記憶下さい。 

 

なお、上場取引所については CryptoBridge への上場を予定している他に

COIN EXCHANGEを検討中です。

03 SanDeGoコイン詳細（And why SanDeGo is SanDeGo?） 
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SanDeGoではサブプロジェクトとして SanDeGoの一般への広報に資するもの、また社会に

何か楽しいものを提供したいという理念のもとに随時単発での企画を SanDeGo コミュニテ

ィとともに実施していく予定です。 

その第一弾として、SanDeGoでデザインされた夏の太陽のように鮮やかなロゴイメージを実

体化するＴシャツの制作を計画しています。 

 

 
 

04 SanDeGo SPJ（SanDeGo サブプロジェクト） 
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05 ロードマップ 
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SanDeGo チーム 
 
・全体責任者 ：sandego（創始者） 

・企画部門  ：KomugikoMan、BILLY、sayaka、nept1 

・海外部門  ：KomugikoMan、Kenny-T、nept1 

・技術部門  ：sandego、ねこなべ 

・デザイン ：tricolore、もなこ元二段 

 

SanDeGo コミュニティ 
 
・Discord  ：SanDeGoを支持する全てのメンバー 

・askmona  ：SanDeGoを支持する全てのメンバー 

・そしてSanDeGoを支持する全てのホルダー 
 
 
SanDeGoでは、企画、開発などはチームが主導しますが、コミュニティのサポートなしに

は価値の創出と維持はできないと考えています。 

そのためSanDeGoコミュニティの支援を得ながら相互に協力して楽しいSanDeGoの世界を

作っていけるよう努めて参ります。 

 

06 運営体制 
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終わりに 
 

SanDeGoプロジェクトは生きています 
 
SanDeGo PJ はよりよい利用環境を構築するために SanDeGo コミュニティとともに努めて

参ります。 

SanDeGoコインが使用できる場所が多いほど、使用（交換）価値が増えますので上記（2-5）

記載のプラットフォーム以外にも、新しいプラットフォームを企画・検討して参ります。 

また SanDeGo SPJも人々に楽しさを提供するべく努めて参ります。 
 
 

最新情報は下記公式WEB にてご確認下さい。 

http://www.sandego.net/ 



 

 

改 訂 履 歴 
発行日 版数 改訂履歴 

2018 年 05 月 04 日 1.0 初版 

2018 年 05 月 15 日 1.1 1）発行上限変更 

2）POS 利率生成ブロック条件追加 

3）その他一部文言修正 

2018 年 05 月 31 日 1.2 1）発行上限変更 

2）POS 利率生成ブロック条件追加 

3）運営要員変更 

2018 年 06 月 21 日 1.3 1）上場セール額(枚数)の変更 
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